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研究成果の概要（和文）：下記(1)(2)の実績に基づいて，学校・大学等が入学試験や定期考査において，目的に
応じた英語スピーキングテストを開発・運営するためのガイドラインを策定した。また，大学入試に民間試験を
用いることの問題点を指摘し，公的機関が質の高いスピーキングテストを開発・運営するための具体的な課題と
解決法を明らかにした。
(1)京都工芸繊維大学が独自に開発し学内で定期実施していたコンピュータ(CBT)方式のテストシステムを改良
し，2017年より同大学のA0入試に導入した。
(2)受験者と面接官をビデオフォンで結ぶテストシステムを開発し，京都市立京都工学院高校の2016年度，2017
年度の各学期末考査に導入した。

研究成果の概要（英文）：Based on the results of (1) and (2) below, we have established guidelines 
for schools and universities to develop an English speaking test that meets their purposes and 
operate it in entrance and term-end examinations.  We have also pointed out the problems entailed in
 using commercialized speaking tests for university entrance examinations, and identified specific 
challenges and solutions for a public sector to develop and operate a high-quality speaking test.
(1)We improved the computer-based test system that was originally developed by Kyoto Institute of 
Technology and regularly implemented on campus, and introduced it to the AO (admission office) 
entrance examination of the university from 2017.
(2)We developed a test system that connects the examinee and the interviewer with a videophone, and 
introduced it to the term-end examinations at Kyoto Municipal Kogakuin High School in the 2016 and 
2017 academic year.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
2021年に導入される大学入学共通テストでは，英語4技能（特にスピーキング能力）を評価するために，複数の
英語民間試験が使われることになっていた。本研究は，民間試験ではブラックボックスになっている受験から成
績返却までのプロセス（作問，問題配信・音声回答回収，採点，等化・標準化，トラブル対応，費用等）を透明
化することにより，新制度では入試に求められる公正性・公平性が担保できないことを実績データに基づいて訴
えることができた（文科省は制度見直しを導入の直前に決定）。また，スピーキング能力の向上により直接的に
つながる評価システムやAIの発展を視野に入れた長期的な解決策（対案）を提示することもできた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通）	
１．研究開始当初の背景	
	 本研究への科研費助成(基盤研究B)を申請した2015年秋の時点では，当時進行中であった「高
大接続改革」の一環としての大学入試改革の行方を占うことは難しい状況であった。2020年度に
大学入試センター試験に代わって導入され，2024年度からはCBT化が検討されていた「大学入学
希望者学力評価テスト」（後に「大学入学共通テスト」と名称変更）についても不透明な部分が
多かった。その中にあって，英語については一貫して民間試験の利用が推奨され，「大学入学希
望者学力評価テスト」に英語を含めることは計画されていなかった。これは，大学入試において
４技能を評価する必要性が広く社会に認識される一方で，大学入試センターがそれまでに実績
のないスピーキングテストを開発し，50万人以上の受験生を対象に，入試に求められる公正性・
公平性，機密性を担保しながら実施することが，技術的にもコスト面でも難しいと判断されたか
らであった。また，韓国が巨費（政府発表では39億円）を投じた国家英語能力試験（NEAT）の開
発が道半ばで頓挫したことの影響も大きかった。しかしその一方で，外部の民間試験を「大学入
学希望者学力評価テスト」の枠内で利用することについては，学習指導要領の形骸化や高額な受
験料が招く受験機会の不均衡などを懸念する声が多く聞かれた。	
	 英語の入試をめぐるこのような動きの中で，京都工芸繊維大学（以下，京都工繊大）では，2012
年度より，教育担当の副学長，英語教員，アドミッションセンター所属教員，情報工学系の教員
らがチームを組み，企業とも連携して，学部や大学院の入試に導入することを目指した，独自の
コンピュータ方式(CBT)の英語スピーキングテストの開発に取り組んできた。J-MODEP（The	Most	
Demanding	English	Program	in	Japanと名称変更）と名付けた多読多聴プログラム（後に「英
語鍛え上げプログラム」と名称変更）で学生を徹底的に鍛えたが，発信能力，特に話す力が伸び
悩んだ。この問題を解決する手段の一つとして，学生の 70%以上が進学する大学院の入試にスピ
ーキングテストを導入することを考えたのがこの取組の発端であった。しかし，大学固有の問題
を解決することは，同時に，上述の日本の入試における英語能力の評価に長く立ちはだかる難題
に挑むことでもあった。そのため，本研究の基盤となった「大学入試（個別試験）英語へのスピ
ーキングテスト導入にむけた調査研究」について，2013-15 年度の科研費助成(基盤研究 C)を申
請した際には，これを「京都工繊大が目標達成に挑む過程で必要となる多領域の調査研究や，直
面する様々な軋轢・挫折を克明に記録し検証することにより，大学入試全般へのスピーキングテ
スト導入に向けた課題を明らかにするケーススタディー」と位置づけ，申請が受理された。	 	
	 2015 年度末に完了した同研究では，「リンガフランカとしての英語(ELF)」を使う能力を測る
という理念に基づくテストスペックを策定した後に，CBT のテスト実施システムとオンラインの
採点システムを開発し，2014 年度からは学部 1 年次生全員を対象として定期実施するところま
で漕ぎ着けた(2015 年 1月第 1回実施，複数のテスト版を等化するためのアンカー受験者を含め
て 686名受験：同年 12月第 2回実施，713 名受験)。他の大学が試みたことのない分野に踏み込
んで，実際に CBT 方式のスピーキングテストを開発・運営した経験から得た知見やデータは貴重
である。とりわけ，入試への導入に向けて解決すべき具体的な問題が明らかになったことは大き
な収穫であった。	 	
	 本研究の一義的な目標は，これらの問題を解決して，2017年度実施の京都工繊大 AO入試，お
よび，できるだけ早い時期の大学院入試に英語スピーキングテストを導入することであった。さ
らに，その実績を踏まえて，大学や高校等が入学試験や定期考査に利用できる英語スピーキング
テストを構築するためのガイドラインを策定することを発展的な目標と定めた。		
	
２．研究の目的	
	 下記(1)(2)の事業を完遂し，その実績に基づいて，学校・大学等が入学試験や定期考査におい
て，それぞれの教育環境や目的に応じた英語スピーキングテストを開発・実施するためのガイド
ラインを策定する。また，モデルの規模を広げ，大学入試センター等の公的機関が民間試験に頼
らず，4技能を測る大学入試を行うことを想定して，スピーキングセクションを開発・実施する
ための具体的な課題や解決法を明らかにする。	
(1)京都工芸繊維大学が独自に開発し，学内で定期実施しているコンピュータ方式(CBT)の英語
スピーキングテストシステムを，学部の AO 入試や大学院入試に導入できるように改良する。	 	

(2)受験者と海外の面接官をビデオフォン(スカイプ等)で結ぶ面接方式のスピーキングテストを
定期考査に組み入れるシステムを構築し，京都市立京都工学院高校おいて実践する。	

	
３．研究の方法	
(1)京都工繊大における CBTシステムの改善	
上述のテストスペックやテストの実施・採点システムは，2016 年度実施の大学院入試への導入
を目指して開発したものであったが，以下 2 つの問題のために目標達成が阻まれた。そのため，
本研究では，ハイステークス・テストのモデル構築に向けて，まずはその問題を解決を図った。	
①受験環境の公平性確保：学内テスト実施直後の受験者アンケートでは，回答者 509 名の 34.2%
が「他の受験者の回答音声に何らかの影響を受けた」と答え，なかには「他の受験者の回答
からヒントを得た」というコメントまで寄せられた。これは，TOEFL，TOEIC	SW，GTEC等の民
間試験についてもしばしば指摘される問題であるが，公平性に敏感な日本において入試にス
ピーキングテストを本格導入するとなれば解決は必須と考え，ノイズキャンセラー付ヘッド
セットや吸音パーティションの利用等で物理的に解決することを試みた。しかし，費用面で



の汎用性が低いことがわかったので，2017年 10月実施の学部 AO入試においては，同じ教室
の受験者が同一のタイミングで全項目に回答するようにテストの実施システムを改良するこ
とにより，この問題を軽減した。	
②受験者の準備不足解消：上記アンケートの「今後，このようなテストが学内で定期的に実施
されると，学生全般の英語を話す能力に良い影響を与えると思うか？」という質問には，72.0%
が「思う」と答えた。その一方で，「大学院の入試にこのようなテストが導入されるとしたら
どう感じるか？」という問いに対しては，「事前に対策できる時間が欲しい」といった建設的
な意見に交じり，「死ぬ！」「やめて！」「途方に暮れる」「他大学の大学院を受験する」とい
った回答も目立った。これらより，スピーキングテストの有効性を実感しながらも，いざ入
試となると準備が整っていない学生の実態が明らかになった。この問題の解決に向けて，日
頃の教育プログラムに多様なスピーキングテストを組み込むとともに，新入生の導入科目や
必修科目の授業訪問等を介して，テストの目的や通底する理念，評価観点等を周知徹底した。	

(2)上記②の取組の一環として，高校・大学の定期考査に利用できるビデオフォン(スカイプ)を
用いた面接方式のスピーキングテストシステムを開発した（テストスペックを策定し，教室に
いる生徒とフィリピンの面接者を結んで１コマ 50 分でテストを実施し，当日中に採点するシ
ステムを構築した）。ローステークス・テストのモデル構築に向けて，このシステムを京都市
立京都工学院高校のフロンティア理数科(1クラス 30 名×2クラス)の「英語表現	I」(2016年
度)，「英語表現	II」(2017年度)の各学期末考査に導入した。これは近い将来，学部入試にス
ピーキングテストを導入することを想定して生徒の準備を促すとともに，円滑な高大接続の
あり方を模索する試みでもあった。	

(3)上記(1)の CBT 方式および(2)のビデオフォン方式のテストの安定的運営と質的向上を図り，
汎用性を高めるために以下の研究を行った。	
①大容量の回答音声データを確実に回収するシステムの構築	
②機器トラブルに対応するシステムの構築（トラブルシューティングマニュアルの策定）	
③項目反応理論(IRT)に基づくテスト項目の特性および評価尺度の信頼性検証および評価観点
ごとの尺度の信頼性・妥当性を検証することによる評価観点の最適化	
④構成概念の精緻化，テストの妥当性検証	
⑤採点の品質向上(採点者訓練の充実，継続的な採点者評価システムの構築)	
⑥採点者の負担軽減(受験者規模に応じて評価観点の取捨選択を行うシステムの構築)	
⑦等化の方法論的検討・項目バンク構築	
⑧望まれる波及効果を得るための方法論的検討(事前説明，教育実践との連携，フィードバッ
ク等の改善)	
(4)上記(1)〜(3)の実績に基づいて，学校や大学が入学試験や定期考査等において，目的やニ
ーズに適ったスピーキングテストを開発・実施するためのガイドラインを策定した。また，
モデルの規模を拡大して，「大学入学共通テスト」において英語スピーキングテストを実施す
ることを想定し，目標達成に向けた具体的な課題を明らかにし，解決法を提案した。	

	
４．研究成果	
	 本研究を開始して間もなく，2021 年度入試から「大学入試センター試験」に代わって導入さ
れる「大学入学共通テスト」では，英語 4技能（特にスピーキング能力）を評価するために，複
数の英語民間試験が使われることが決まった。しかし，導入に向けて拙速かつ場当たり的に準備
が進められる過程で，新制度には多数の深刻な問題があることが発覚し，最終的には新制度開始
の５ヶ月前になって導入延期が決まった。本研究の最も顕著な成果は，通常，民間試験ではブラ
ックボックスになっている受験から成績返却までのプロセス（作問，問題配信・音声回答回収，
採点，等化・標準化，トラブル対応，費用等）を透明化（公開）することにより，新制度の設計
には構造的な欠陥があり，入試に求められる公正性・公平性が担保できないことを実証データに
基づいて訴えることができたことと言える。	
	 具体的には，書籍の出版や国内外の学会における論文や口頭の発表だけでなく，広く一般に読
まれる雑誌への投稿や 50 を超える新聞・雑誌の記事への情報提供を通して，研究チームのメン
バーがそれぞれに英語教育，情報科学，統計心理学などの多角的な側面から，英語スピーキング
テストの開発・運営の実態・実情に関する情報を発信した。また，研究代表者は，第 200回国会
の衆議院文部科学委員会（2019.11.5）に参考人として招致されて意見陳述をしたり，文部科学
省「大学入試のあり方に関する検討会議」第 10回の有識者ヒヤリング（2020.6.26）に出席し，
本研究の成果を踏まえて，今後の大学入試(英語)のあり方について意見を述べたりした。	
	 CBT 方式やビデオフォン方式のスピーキングテストを開発・運営し，入試や定期考査に導入す
るための指針を策定した実績に基づいて，本研究チームが大学入試への英語スピーキングテス
ト導入について提言できるのは以下の８点である。	
(1) 下図で示すように，テストの品質維持・向上，公正・公平な試験運営と民間試験事業者の利
潤との間には必然的なトレードオフがあるので，固定数の(今後は必然的に減少する)受験生
を複数の事業者に奪い合わせる形で⺠間試験を利用すると，ステークホルダー	(受験生，保
護者，教員等)の納得感を得られる入学者選抜ができない。その結果，制度の維持が困難に
なることが予想される。	

	



	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
(2) 開発・運営にかかる費用と手間，採点に要する時間等を考慮すると，個々の大学が単独で入
試(たとえば個別試験)にスピーキングテストを導入することは，経験豊富な事業者の協力を
無償あるいは安価に得られる等の特例を除いては，不可能と考えられる。したがって，共通
テストへの民間試験導入を積極的に推進してきた政治家や教育者の「今後は各大学に４技能
入試の実施を求めるべきだ」という意見は，「民間試験を使え」という意見と同じと見なさ
れる。	

(3) 長期的に考えるなら，今後の AI の発展等を視野に入れて，産学の協働で，米国の ETS や英
国の Cambridge	 Assessmentのようなテスティングエージェンシーを日本に作ることも可能
である。受験者を奪い合うのではなく，当初から相当数の受験者を見込めるなら，技術開発
への投資は容易である。また，今後，各大学が入試の作成や運営にかかる負担をどこまで負
い続けられるか，それが限られた人的リソースの有効な使い方であるかを考えても，専門的
なテスティングエージェンシーの設立を検討する価値はある。さらに，それがテストの品質
保証や良問を作る技術など，英語に限らず他科目についても，日本の入試で軽視され続けて
きたことの改善にもつながる。	

(4) もし，上記(3)のようなコンソーシアム的な組織，あるいは大学入試センターのような公的
機関が英語スピーキングテストを開発するなら，まず何をどこまで測りたいかを検討する必
要がある。たとえば，複数の民間試験を使って CEFRの「A1 以下，A1,	A2，A2 以上」を識別
する程度の「緩い」評価で構わないのなら，込み入ったテストシステムを作る必要はない。
一方，より精密な評価をしようとするなら，その時点の AI 技術の発展度合いや予算・時間
等との兼ね合いを考慮して,テストのどの部分をどう妥協するかを慎重に考えなければなら
ない。	

(5) 現状で共通テストのために，従来のセンター試験のような「一斉受験方式」のスピーキング
テストシステムを構築するなら，問題配信，回答音声の回収，採点等についての技術開発が
必須である。一方，民間試験と同様の「順次受験方式」のシステムを構築するなら，複数の
民間試験を並行して利用するよりはるかに精密な能力評価システムが比較的容易にできる。	

(6) もし文科省が 2025 年度の大学入試から４技能評価を導入するのなら，教師が普段の授業を
通して各生徒の能力を実感し相対化できるような状況に，指導の現場を近づけていく方法を
採用するべきである。教師が目の前にいる生徒たちの能力の CEFR レベルを評価できない一
方で，CEFR とスコアの対応づけをしただけの（CEFR が定義する能力を測っているのではな
い）民間試験に基づく CEFR レベルに納得しているようでは，スピーキング能力の向上につ
ながる指導は難しい。	

(7) これまでの「英語教育改革」は手段（民間試験の成績向上や利用推進，「英語の授業は英語
で」の原則化等）が目的化してしまっており，このままでは本来の目的達成（英語運用能力
向上）が困難である。真に英語運用能力の向上を図りたいなら，限られた予算や人的なリソ
ースを足りない部分の補強（たとえばインプットを増やすためのクラス規模の縮小や指導理
念を共有するための教師育成・研修制度の見直し等）に集中投下すべきである。		

(8) 2020 年度英語入試改革の失敗の原因は専門知や専門家の意見を軽視したことにある。我々
も本研究で得た知見を活かしてほしいと何度も文科省にアプローチしたが聞き入れられな
かった。「有識者」と呼ばれる者たちが専門知を持ち寄り，現場の教師や試験を受ける生徒
たちの意見を聞きながら，本気で意見を戦わせて最適解を求めるような場がどうしても必要
である。今，最も求められる「改革」は，教育政策の決定プロセスの見直しである。	
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